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固定用皿ネジ2点

鏡受け金具

AS556姿見

引っかけ用ツメ

鏡受け金具

取付けビス3点

AS356サポート チェ アー

AS556姿見

■原稿サイ ズA5（ Ｗ210×Ｈ 148）

※サポート チェ アを出し 入れすると き は必ず引き 手で操作を行っ てく ださ い。

引き 手を 引き 、ロ ッ ク を 外
し てく ださ い。ロ ッ ク が外
れて座面が手前に出てき ま
す。

最大荷重は150kgまでで

す。そ れ以上の力が掛

かる と 破損する 恐れが

あり ます。

お子さ ま の遊具な ど 座

る 以外の目的で 使用し

な いで く ださ い。又、姿

見は背も たれで は有り

ま せん勢いよ く よ り か

かる と 、破損や思わぬ

ケガの原因と なり ます。

展開時や、収納時は必

ず引き 手を お持ち く だ

さ い 。パネ ルの脇な ど

で 操作す る と 、手を は

さ み、ケ ガ を す る こ と

があり ます。

フ ロント パネルが床に着い
てから お座り く ださ い。

（ 座面の引き 下し には必ず
手を添えて行ってく ださ い。）

収納する時は引き手を持ち上
げカ チッ と 音がするまで壁に
押付けてく ださ い。

サポート チェ アーにはゆっ く り 下るよう

にダン パーを 内蔵し ており ますが、展開

後は速度コ ント ロールが効きにく く なっ

ており ます。

特に床面から 10～15cmは速度コ ント ロー

ルが効き にく いので、収納時は閉め切る

まで途中で引き 手を 離さ ないで下さ い。

床の破損や足をはさ むなどケガをする恐

れがあり ます。

注意

施工上の注意

警告

10～15cm

サポート チェ アー及び姿見施工・ 取扱説明書

AS356施工説明

AS356の開き 方 AS556施工説明

AS-356&556 ※工具が付属の場合は本説明書と共に必ずご使用者にお渡し下さい。

※必ず施工前にお読みください。また本説明書は取付け後も破棄せずご使用者にお渡しください。

壁補強にコ ンパネ( 9mm以上) を使用し て
いる場合は取付けビスは両サイ ド に4点
止めし てく ださ い。

収納状態のサポート
チ ェ ア ー 上部から
4 mm以上上に鏡受け
金具を垂直を確認し
ながら、 ビス3点以上
にて取付けます。

注意： 取付け前に下地補強を
　 　 　 確認し てく ださ い。

1. サポート チェ アーと 姿見を壁面に固定する際は、 必ず下地補強をし てから 取付けて
　 く ださ い。 （ 石膏ボード のみの取付けは危険ですのでおやめく ださ い。 ）
2. 施工後は作動を確認し 、 固定がし っ かり なさ れているか確認し てから ご使用く ださ い。
3. 取付けに関係の無い分解や改造はおやめく ださ い。 故障やケガの原因と なり ます。

注意： 1. ネジで固定し ないと 外れて怪我をする恐れがあり ます。
　 　 　 2. 動きやラッ チのかかり が悪い場合はCRC-556等で指定
　 　 　 　 箇所に注油し てく ださ い。 　

姿見を鏡受け金具に
押付け、 上から 下に
スラ イ ド するよう に
引っ かけてく ださ い。
（ 姿見の上部のみ引
っ かかる様になっ て
おり ます。 ）

姿見を 鏡受け金具に
付属の皿ネジ2本にて
固定し ます。
（ ネジをし める際は
サポート チェ アーを
展開状態にし てく だ
さ い。 ）

壁補強に木縦柱( 40X50mm以上) を使用し て
いる場合は取付けビスは中心に2点止めし
てく ださ い。

ベースプレート にかぶせる様にし て本体を付属の
六角レンチにて皿ネジを4点締付け、 取付けます。

ベースプレート の取付け
＜コ ンパネ下地＞

取付けビス4点

ベースプレート の取付け
＜木縦柱下地＞

AS356本体の取付け

1: 鏡受け金具の取付け
＜コ ンパネ/木縦柱下地共通＞

2: 姿見を鏡受けに引っ かける 3: 姿見の固定

取付けビス2点 ベースプレート

AS356本体

六角レンチ

皿ネジ4点

ベースプレート

取っ 手
下端部に
手をそえる

チェ アーを梱包から 取出し
た ら 、 ベ ース プ レ ート に
付いている取っ 手を引き 、
チェ アーを開いてく ださ い。

（ ベースプレート の下端部に
手をそえ、 押えながら取っ手
を引く と 外し やすいです。 ）

注意： 取っ 手以外を持っ
　 　 　 てチェ アーを開か
　 　 　 ないでく ださ い。
　 　 　 手をはさ み、 ケガ
　 　 　 をする恐れがあり
　 　 　 ます。

開いたら 、 六角レンチを
使いベースプレート を取り
外し ます。

施工前のチェ アーの開き 方
 

 

引く

ヒンジ

ヒンジ

ヒンジラッチ

お手入れは乾燥した柔らかい布
で軽く拭いてください。汚れが
ひどい時は水、又は水で薄めた
中性洗剤（5～10％程度）を含
んだ布で拭き、乾燥した布で水
分を拭き取ってください。ベン
ジン、シンナー、アルコール、
トイレ用洗剤、防カビ剤、塩素
系洗剤、酸やアルカリ性の洗剤
、クレンザー等はご使用になら
ないでください。
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■原稿サイズA5（ Ｗ210×Ｈ 148）

サポート チェ アーご使用方法

※サポート チェ アを出し入れするときは必ず引き手で操作を行ってく ださい。

AS-356

引き手を引き、ロッ ク を外
し てく ださ い。ロッ クが外
れて座面が手前に出てきま
す。

最大荷重は150kgまでで

す。それ以上の力が掛

かると 破損する恐れが

あり ます。

お子さ まの遊具など座

る以外の目的で使用し

ないでく ださ い。又、姿

見は背も たれでは有り

ませんので、勢いよ く

より かかると 破損や思

わぬケガの原因と なり

ます。

使用時や、収納時は必

ず引き手をお持ちく だ

さ い。パネルの脇など

で操作する と 、手を は

さ み、ケガを する こ と

があり ます。

フロント パネルが床に着い
てからお座り く ださい。

（ 座面の引き下し には必ず
手を添えて行ってく ださい。）

収納する時は引き手を持ち上
げカチッ と音がするまで壁に
押してく ださい。

サポート チェアーにはゆっく り下るよう

にダンパーを内蔵し ており ますが、展開

後は速度コント ロールが効きにく く なっ

ております。

特に床面から10～15cmは速度コント ロー

ルが効きにく いので、収納時は締め切る

まで途中で引き手を離さ ないで下さ い。

床の破損や足をはさむなどケガをする恐

れがあります。

注意

警告

NO.003  

10～15cm

お手入れは乾燥した柔らかい布で
軽く拭いてください。汚れがひど
い時は水、又は水で薄めた中性洗
剤（5～10％程度）を含んだ布で
拭き、乾燥した布で水分を拭き取
ってください。ベンジン、シンナ
ー、アルコール、トイレ用洗剤、
防カビ剤、塩素系洗剤、酸やアル
カリ性の洗剤、クレンザー等はご
使用にならないでください。
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■原稿サイズA5（Ｗ210×Ｈ148）

サポートチェアーご使用方法

※サポートチェアを出し入れするときは必ず引き手で操作を行ってください。

AS-355

引き手を引き、ロックを外
してください。ロックが外
れて座面が手前に出てきま
す。

最大荷重は150kgまでで

す。それ以上の力が 掛

かると破 損する恐れ が

あります。

サポートチェア-のフロントパネルミラーは足元での事故防止の為ガラスではなくアクリルを採用してお

ります。当ミラーは薄く、弾力性がある為に通常の使用で割れる事は有りませんが、万が一割れてし ま

った場合にはケガなどの危険がありますので、速やかにご使用を止めていただくようお願い致します。

又、ミラーは薄いアクリル製ですので、ガラスに比べ平坦度に劣る事に関しましてはご容赦願います。

お子さまの遊具など 座

る以外の目的で使用 し

ないでください。破 損

や思わぬケガの原因 と

なります。

使用時や、収納時は 必

ず引き手をお持ちく だ

さい。パネルの脇な ど

で操作すると、手を は

さみ、ケガをするこ と

があります。

お手入れは乾燥した柔らかい布で
軽く拭いてください。汚れがひど
い時は水、又は水で薄めた中性洗
剤（5～10％程度）を含んだ布で
拭き、乾燥した布で水分を拭き取
ってください。ベンジン、シンナ
ー、アルコール、トイレ用洗剤、
防カビ剤、塩素系洗剤、酸やアル
カリ性の洗剤、クレンザー等はご
使用にならないでください。

フロントパネルが床に着い
てからお座りください。
（座面の引き下しには必ず
手を添えて行ってくだ さ

収納する時は引き手を持ち上
げカチッと音がするまで壁に
押してください。

サポートチェアーにはゆっくり下るよう

にダンパーを内蔵しておりますが、展開

後は速度コントロールが効きにくくなっ

ております。

特に床面から10～15cmは速度コントロー

ルが効きにくいので、収納時は締め切る

まで途中で引き手を離さないで下さい。

床の破損や足をはさむなどケガをする恐

れがあります。

注意

フロントパネルミラーについてのご注意

警告

NO.005

10～15cm


